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令和７年１月１４日  

産 業 部 観 光 課   

 

亀山整備事業（モノレール・山頂魅力向上）について 

 

亀山整備事業として，下記のとおりモノレール等整備と山頂魅力向上の２事業に取り組んで

おり，全体の進捗状況及びモノレール等整備の特に土木基礎工事について説明します。 

 

１ 全体事業の進捗状況・事業費 

 （１）進捗状況 

  ※概要図：資料１～３，詳細進捗：資料４ 

 

 （２）全体事業費（現計画）                （千円） 

事業名 国・県交付金 交付金対象外 計 

モノレール等整備 1,427,420 264,013 1,691,433 

山頂魅力向上 320,098 36,022 356,120 

計 1,747,518 300,035 2,047,553 

  

 区分 種別 説明 

亀 

山 

整 

備 

事 
業 

モ
ノ
レ
ー
ル
等
整
備 

モノレール

整備 

①土木基礎 

その１ 

事故繰越事業であるが，R6 年度末

までの工事完了は見込めず，金額

ベースで当初計画の 72.6%までの出

来高見込 

その２ 
R6 予算措置済（全額過疎債） 

R6 年度契約予定 

②モノレール 

施設(車体等) 

その１ R6 年度完了予定 

その２ 
R7 年度完了予定 

※R6.12.19 契約議決 

駅舎整備 

③駐車場駅舎 R6 年度完了予定 

④山頂駅舎 R6 年度契約予定，R7 年度完了予定 

⑤カフェ・トイレ 

（山頂駅舎附帯施設） 

  同上 

レストハウ

ス塗装工事 

⑥第１レストハウス 済（R6 年度完了） 

⑦第２レストハウス   同上 

山
頂
魅
力
向
上 

山頂園地整

備 

⑧テラス R6 年度契約予定，R7 年度完了予定 

⑨遊歩道 R7 年度予算措置，R7 年度完了予定 

⑩フォトスポット   同上 

駐車場整備 

⑪駐車場拡張 R6 年度完了予定 

⑫駐車場トイレ R7 年度予算措置，R7 年度完了予定 

⑬待合・休憩施設   同上 

議員全体説明会資料 



2 

 

 

２ 土木基礎工事（その１）について 

 

（１）概 要（現計画） 

  ①契約相手方 株式会社坂口組 

②契 約 期 間 令和 6 年 3月 7日～令和 7年 3月 31 日 

③契 約 額 606,072,500 円（令和 6年 3月 28 日変更契約） 

④財   源 ・50％ 国交付金（デジタル田園都市国家構想交付金） 

全額事故繰越のため，Ｒ７年度への繰越不可 

・50％ 市 債（過疎債）（Ｒ４事故繰越，Ｒ５明許繰越） 

⑤工事内容  基礎工 87 基，グラウンドアンカー工 32 基，仮設道路工 179.4ｍ，仮設モ

ノレール工 60ｍ 

 

 （２）工事の遅れによる影響 

 

①遅れの要因 

・保安林解除申請の着手が遅れたうえ，事前協議において保安林等の解除区域図面等の

修正が重なり，時間を要した。 

・現場で想定以上に岩が出現し，追加でボーリング調査を行った。 

・アンカー部材の延長確認のため，試験施工の段階で追加でボーリング調査を実施した。 

 

②今後の見込み 

・令和６年度内の工事完了が見込めなくなった。 

・工事出来高（金額ベースで 4.40 億円）は当初計画（6.06 億円）に対し 72.6％ 

・工事未完了分 27.4％（1.66 億円）の国交付金分（0.83 億円）は減額。市負担分（過疎

債 0.83 億円）はその２工事に移行し，国交付金の減額に伴う不足分（0.83 億円）につ

いて新たに予算措置が必要となる。 
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（３）内容の変更 

①工事内容の変更 

・その 1工事については出来高分までとし，今年度で精算する。 

・下表のとおり工事内容を変更し，１月下旬に仮契約を結んだうえで２月定例会に変更

契約議案を上程したい。 

■主な変更内容 

(イ)基礎工 

・年度内の完了が困難な基礎工をその２工事へ移行   【△1.22 億円】 

(ロ)斜面対策工 

・その２工事で予定していたグラウンドアンカー工の全てをその１工事へ移行（Ｒ

６年度完了）         【増減なし】 

※施工箇所は増えるが，グラウンドアンカー工の設計を見直し，アンカー長が短く

なったことと，受圧板の寸法が小さくなったため施工費は増えず。 

 (ハ)仮設工 

・仮設モノレールを取りやめ仮設道路で施工したことによる減   【△0.16 億円】 

   (ニ)その他諸経費 

・グラウンドアンカー工設計見直し分の経費追加と枯損木等の処分費の増嵩に伴う

共通仮設費の増       【+0.46 億円】 

・上記に伴うその他諸経費の減     【△0.74 億円】 

 

以上により合計 1.66 億円の減となる。 

 

※その１工事の契約額は 4.40 億円を見込む。 

  

基礎工事（その１）

主な工事内容 概算金額 主な工事内容 概算金額

(イ)
基礎工

〇施工範囲：基礎番号1～79の全部
・基礎87基
・杭80本製作・打設

2.79億円

〇施工範囲：基礎番号1～30まで
・基礎28基
・杭78本全部の製作（※当初から2本減に変
更） うち33本打設
※基礎番号65～79の掘削含む

1.57億円 △1.22億円

(ロ)
斜面対策工

〇グラウンドアンカー工
・32基
〇植生工

0.35億円

〇グラウンドアンカー工
・58基（全部）
※その２工事から26基を移行，設計見直しに
よる費用縮減により金額増はなし
〇植生工

0.35億円 ±0億円

(ハ)
仮設工

〇仮設道路
・Ｌ＝179.4ｍ
〇仮設モノレール
・Ｌ＝60ｍ

0.32億円
〇仮設道路
・Ｌ＝520ｍ
※工法見直しにより仮設モノレール取止め

0.16億円 △0.16億円

〇共通仮設費 0.51億円

〇共通仮設費
※増嵩理由
・枯損木の処分費増
・地質調査及びグラウンドアンカー工修正設
計費追加等による増

0.97億円 0.46億円

〇現場管理費，一般管理費，消費税等 2.09億円 〇現場管理費，一般管理費，消費税等 1.35億円 △0.74億円

6.06億円 計 4.40億円 △1.66億円

工種
現計画 変更後

増減

計

(ニ)
その他諸経費
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３ 土木基礎工事（その２）について 

（１）概 要（現計画） 

①契 約 状 況 未契約 

②予 算 額 180,000,000 円 

③財   源 市 債（Ｒ６過疎債） 

④工 事 内 容 支柱のモルタル調整工事，グラウンドアンカー工 26 基，植生工，仮設モ

ノレール工 235ｍ，側溝工事 

（２）内容の変更 

①工事内容の変更 

・当初の工事内容を下表のとおり変更し，５ページ中段に記載の予算補正（２月定例会・

Ｒ６年度補正予算）の後に仮契約を行い，３月に臨時会を招集し契約議案を上程したい。 

■主な変更内容 

(イ)基礎工 

・その１工事未完了分の基礎工をその２工事に移行（+1.23 億円）※Ａ 

・斜面での基礎工事埋め戻し箇所における地盤強化のための 

工法変更（+1.18 億円）※Ｂ 

  ※上記Ａ，Ｂにより基礎工が増額となる。   【+2.41 億円】 

(ロ)斜面対策工 

・グラウンドアンカー工をその 1工事にすべて移行   【△0.27 億円】 

(ハ)仮設工 

・仮設モノレール方式による施工を仮設作業道方式へ変更（△0.47 億円）※Ｃ 

・水道及び電気の切り回し工事の増額（+0.13 億円）※Ｄ 

  ※上記Ｃ，Ｄにより仮設工が減額となる。   【△0.34 億円】 

(ニ)排水構造物工         【増減なし】 

(ホ)その他諸経費 

・上記に伴う共通仮設費の増      【+0.09 億円】 

・上記に伴うその他諸経費の増     【+0.81 億円】 

以上により合計 2.70 億円の増となる。 

 

基礎工事（その２）

主な工事内容 概算金額 主な工事内容 概算金額

(イ)
基礎工

〇支柱モルタル調整工事 0.01億円

〇施工範囲：基礎番号31～79
・基礎59基
・杭45本打設
〇支柱モルタル調整工事

2.42億円 2.41億円

(ロ)
斜面対策工

〇グラウンドアンカー工
・26基
〇植生工

0.31億円
〇植生工

※グラウンドアンカー工はその１工事で完了
0.04億円 △0.27億円

(ハ)
仮設工

〇仮設モノレール
・Ｌ＝235ｍ
〇交通誘導員

0.63億円
〇水道及び電気切回し
〇交通誘導員
※工法見直しにより仮設モノレール取止め

0.29億円 △0.34億円

(ニ)
排水構造物工

〇側溝工事 0.03億円 〇側溝工事 0.03億円 ±0億円

〇共通仮設費 0.12億円 〇共通仮設費 0.21億円 0.09億円

〇現場管理費，一般管理費，消費税等 0.70億円 〇現場管理費，一般管理費，消費税等 1.51億円 0.81億円

1.80億円 計 4.50億円 2.70億円計

工種
当初計画 変更後

増減

(ホ)
その他諸経費
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②予算の変更 

・工事内容の変更に合わせ２月定例会に補正予算を上程したい（金額 1.87 億円）。 

■財源内訳 

 
 

・その 1工事未完了分と工事費増額分をあわせ，事業費は 4.50 億円の見込み。 
・既定予算 1.8 億円（過疎債） 
・その１工事の予算残である過疎債 0.83 億円を移行し，令和６年度内の支払いに充当 
・その１工事未完了分の国交付金減額分（0.83 億円）には一般財源（地域振興基金）を
充当（A） 
・工事費増に伴う予算不足分（1.04 億円）には一般財源（地域振興基金）を充当（B） 
 
上記（A）+（B）=（1.87 億円）が要補正額 

 

４ モノレール等整備の事業費（変更後） 

 モノレール等整備の事業費は約 17.95 億円（+1.04 億円）となる。 

（千円）        

項目 内閣府「デジ田交付金」活用 交付金対象外 計 

現計画 1,427,420 264,013 1,691,433 

変更後 1,261,448 534,013 1,795,461 

差 額 △165,972 +270,000 +104,028 

  ※本表は採択事業費金額ベース（実際の交付金額=採択事業費×50％） 

 

５ （参考）モノレール等整備の事業費に係る財源内訳 

（千円）  

項目 デジ田交付金 市債(過疎債) 地域振興基金 市一般財源 計 本市実質負担額 

現計画 713,709 909,400 0 68,324 1,691,433 341,144 

変更後 630,723 909,400 187,014 68,324 1,795,461 528,158 

差 額 △82,986 0 +187,014 0 +104,028 +187,014 

  ※1 本表は交付予定金額ベース 
  ※2 本市実質負担額とは，市債（過疎債）の交付税措置分（70％）を差し引いた 30％分

と地域振興基金及び市一般財源の合計 
    → 528,158 千円=(909,400 千円×30%)+187,014 千円+68,324 千円 

 

変更契約見込額

その１

未完了分

国
0.83

過疎債
0.83

6.06(R4:2.41,R5:3.65)

その２
過疎債
0.83

既定予算(R6)

1.66

その１未完了分

0.83 1.04

増額分

1.87
（R7.2補正）

4.50

1.80

単位：億円

一財（地域振興基金）

↓
減額

↓
予算残

4.40

移行

現契約額
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６ 今後の予定 

 ・令和７年１月下旬   土木基礎工事（その１）仮変更契約 
 

・同年２月（定例会）  土木基礎工事（その２）予算補正 1.87 億円 

土木基礎工事（その１）変更契約議案上程 
 

・同年２月～３月    土木基礎工事（その２）仮契約 
 

・同年３月中下旬    土木基礎工事（その２）契約議案上程 

（臨時会 ） 


